
災害発生時の救援ルートを迅速に確保するため

「道路啓開訓練」を実施しました！

令和２年１１月２５日（水）、恵那市のまきがね公園で、国土交
通省多治見砂防国道事務所と岐阜県恵那土木事務所、建設
業者約４０名が参加し、合同で「道路啓開訓練」を実施しました。

道路啓開とは、「大規模災害発生時に、被災地の救援ルート
を確保する」ことであり、具体的には、道路上の車両やがれき
等の障害物を路肩等に移動させたり、路面段差を土嚢等で応
急対応することで、警察・消防・自衛隊・医療機関・建設重機等
の緊急通行車両が通行可能となるようにするものです。

本訓練をとおして道路管理者同士の連携強化、災害対策基
本法に基づく車両の強制移動に必要な手順確認及び課題抽出
を図ることで、迅速な現地作業につなげていきます。

開会挨拶
植野多治見砂防国道事務所長

本訓練の概要

開会挨拶 小坂恵那市長

講評 東濃・木曽防災対策協議会
鳴海代表理事

講評・閉会挨拶
棚瀬恵那土木事務所長早めの冬タイヤ装着にご協力ください！

「通行止め」の措置開始！ 立ち往生車両運転手に
「移動命令書」を渡す

立ち往生車両とけん引車両
にけん引ロープを設置

けん引車両でけん引中
（立ち往生車両移動中の様子）

大雪により冬装備がなされていない大型ダンプ等複数車両が道路上で立ち往生した
場合を想定し、迅速に路肩や道路外へ強制移動させることで車線を確保します。


